
－ 76－

８－１．観光入込客数

　大阪府の平成 17年度の観光入込客数は、1億 3,995万人となっています。平成 16年
度と比較して、観光入込客数及び観光施設入場者数ともに増加しています。

大阪府の観光入込客数

府内主要観光施設入場客数と大阪府観光入込客数

－ 77－

８－２．大阪府への観光客による経済効果

　平成 17年度の大阪府における観光による消費規模は 19,006億円で、これは府内の百
貨店、スーパー売上高 13,101億円とコンビニエンスストア売上高 4,302億円（平成 16
年商業統計調査結果確報）の合計額を上回ります。

経済波及効果



－ 78－

８－３．ホテル施設数・客室数

　ホテル施設数、客室数をみますと、全国的に増加傾向にあります。

　大阪府も施設数、客室数ともに増加基調にあります。

－ 79－

８－４．飲食店数

　事業所・企業統計によって平成 16年の大阪府の飲食店数をみると、合計で 62,507か
所と、全国（737,372か所）の 8.5％を占めています。人口 10万人当たりでは 709か所
となり、東京都の 786か所に次ぐ値となっています。種類別では、「一般食堂」(人口
10万人当たり 60か所）「お好み焼き店」（同 41か所）「焼肉店」（同 22か所）が、大阪
府が主要４府県のなかで最も多くなっています。

人口 10万人当たり飲食店事業所数



－ 80－

８－５．映画館・劇場数

　平成 16年において大阪府のスクリーン（映画館）数は 145で、年間で約 1,200万人
が映画を鑑賞しています。

　また劇場数は、府内に 44あり、1劇場当たりで演劇に使われた日数は、147日（公演
日数と演劇を目的として貸し出された日数を合わせた日数）となっています。

－ 81－

８－６．主要観光施設入場者数

　大阪府内の主要観光施設の年間入場者数は、年間 1000万人を超える水準で推移して
います。中でもUSJ の人気は高く、年間 800万人を超える入場者数を確保しているほか、
海遊館を含む主要観光 4施設も 450万人前後の安定した人気を維持しています。



－ 82－

８－７．国際会議の開催件数

　国際会議の開催件数をみると、大阪は東京に次ぐ全国２位になっています。平成 16
年の大阪の開催件数は、174件増加しました。

国際会議の開催件数

－ 83 －

８－８．来阪外国人旅行者数

　平成 16 年度に大阪府を訪れた外国人は、157 万人で、前年度と比較して 8.3％増加し

ました。特に中国からの観光客は、平成 12 年度と比較して、３倍近くに増加しています。

来阪外国人旅行者数の推移（推計値）



－ 84 －

８－９．航空旅客数

　関西国際空港の国際線旅客数は、平成 13 年度から米国同時多発テロ事件の影響で、

減少傾向にありましたが、平成 16 年度には増加に転じ、回復傾向にあります。

－ 85 －

９　大阪の産業ポテンシャル

　大阪には、厚みのある産業集積が存在するほか、多数の大学や研究
機関が立地し、企業との共同研究や技術移転等も進められつつありま
す。また、通信基盤等、グローバルな観点から見ても、水準の高い都
市インフラが既に備わっています。また、何より進取の気風に富んだ
新しいものにチャレンジする風土があり、今後大阪の有するこうした
ポテンシャルをいかに生かしていくかが重要となってきています。

　ここでは、大阪の産業ポテンシャルとなる情報インフラストラクチャーの状況

や大学の数などを紹介しています。また、企業活動のポテンシャルとなる特許等

の出願件数や、ISO9000 シリーズ及び ISO14001 の認証取得件数、地域づくりの担

い手として期待されているNPO 法人の認証数についてとりあげています。




